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本
欄
の
一
角
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
春
と
い
え
ば
「
全
教
一
斉
ひ
の
き
し

ん
デ
ー
」
。
恐
縮
で
す
が
、
若
い
頃
の
話
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
院
博
士
課
程
を
終
了
後
、
１
９
８
４
年

に
私
は
ド
イ
ツ
の
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
の
奨
学

研
究
員
と
し
て
家
内
と
共
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

渡
り
ま
し
た
。
最
初
の
２
年
余
は
ド
イ
ツ
に
、

１
９
８
６
年
か
ら
２
年
半
は
フ
ラ
ン
ス
に
在
住
。

ド
イ
ツ
で
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
で
研
究
生

活
を
送
る
傍
ら
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
布
教
所
を

開
設
し
、
神
様
を
お
祭
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

１
９
８
６
年
４
月
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子

力
発
電
所
の
事
故
が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

に
も
大
量
の
死
の
灰
が
降
り
ま
し
た
。
そ
の
年

の
「
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」
に
は
、
メ
ッ
セ
（
見

１
日　

役
員
会
議
（
10
時
）

11
日　

教
務
支
庁
屋
根
塗
替
え
（
〜
12
日
）

 

〃 

　

学
生
担
当
委
員
会
例
会　

 

（
19
時
30
分
）

13
日　

災
救
隊
出
動
（
輪
島
市
〜
17
日
）

 

〃　

 

婦
人
会
例
会
（
10
時
）

18
日　

女
子
青
年
例
会
（
10
時
）

 

〃 

　

青
年
会
「
岩
手
っ
子
だ
ヨ
！

　
　
　
　
　

 

　

全
員
集
合
in
天
理
」
（
〜
19
日
）

【
５
月
分
】

行 

事 

予 

定

千 

葉 

道 
雄

主
事
・
災
救
隊
隊
長　
　

　
　
　
　
　

被
災
地
能
登
に
出
向
い
て

　

今
年
３
月
、
教
区
内
に
有
志
を
募
り
、
能
登
半
島
地
震
の
被

災
地
で
あ
る
珠
洲
市
へ
ひ
の
き
し
ん
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
能
登
自
動
車
道
を
北
上
し
、
能
登
町
の
サ
ル
ビ
ア

ロ
ー
ド
に
あ
る
道
の
駅
は
閉
鎖
さ
れ
、
仮
設
ト
イ
レ
の
み
の
状

態
で
し
た
。
大
き
な
被
害
を
免
れ
た
珠
洲
市
内
に
あ
る
２
箇
所

の
教
会
が
、
ひ
の
き
し
ん
者
や
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

受
け
入
れ
に
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
、
そ
の
１
つ
で
あ
る
北
乃
州

分
教
会
を
拠
点
に
活
動
し
ま
し
た
。

　

瓦
礫
の
撤
去
と
土
砂
の
搬
出
の
ひ
の
き
し
ん
を
終
え
、
翌
日

は
被
災
し
た
地
域
を
視
察
し
た
の
で
す
が
、
完
全
に
潰
れ
て
瓦

礫
と
化
し
た
教
会
や
住
居
、
建
物
な
ど
、
言
葉
に
な
ら
な
い
程

胸
が
傷
み
ま
し
た
。
中
で
も
壊
滅
的
な
被
害
が
あ
っ
た
の
は
、

観
光
名
所
で
も
あ
る
見
附
島
に
ほ
ど
近
い
、
宝
立
町
鵜
飼
地
区

で
す
。
地
震
と
津
波
、
そ
し
て
地
盤
隆
起
の
被
害
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
無
残
な
光
景
は
、
テ
レ
ビ
等
の
映
像
を
見
て
知
っ

て
は
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
目
に
し
た
時
に
は
、
被
害
の
甚
大

さ
に
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。

　

三
陸
地
方
で
は
、
過
去
の
教
訓
か
ら
、「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」

と
い
う
津
波
襲
来
時
の
避
難
に
関
す
る
言
い
伝
え
が
あ
り
ま

す
。
珠
洲
市
三
崎
町
下
出
地
区
で
は
、
震
度
６
強
と
４
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
津
波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
が
、
90
人
余
り
の
地
域

住
民
に
犠
牲
者
は
１
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
地
区
で
は

東
日
本
大
震
災
の
あ
と
、
市
が
避
難
所
と
な
る
集
会
所
へ
の
階

段
を
整
備
し
、「
い
ざ
と
な
っ
た
ら
集
会
所
」
を
合
言
葉
に
、
毎

年
、
津
波
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

何
故
こ
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
。
あ
る
先
人

の
書
物
に
、「
こ
の
世
に
お
い
て
起
こ
る
こ
と
は
、
全
て
人
間
の

思
慮
を
は
る
か
に
超
越
す
る
深
い
親
心
か
ら
発
す
る
御
業
で
あ

る
。
人
間
は
親
神
様
の
深
い
思
召
と
そ
の
業
の
全
て
を
到
底
窺

い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

真
柱
様
は
、
災
救
隊
結
成
50
周
年
記
念
大
会
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
ら
れ
、「
親
神
様
は
、
私
た
ち
人
間
を
ど
こ
ま
で
も
成
人

さ
せ
て
や
り
た
い
と
、
時
折
い
ろ
い
ろ
な
事
情
の
姿
を
お
見
せ

に
な
り
ま
す
。
そ
の
、
お
見
せ
い
た
だ
く
こ
と
が
大
難
で
あ
る

な
ら
小
難
に
、
小
難
で
あ
る
な
ら
ば
無
難
に
と
ご
守
護
い
た
だ

く
に
は
、
や
は
り
教
え
を
素
直
に
実
行
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の

で
す
。
ひ
の
き
し
ん
の
実
行
は
、
教
え
の
実
行
に
つ
な
が
り
ま

す
」
と
お
示
し
下
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
、
岩
手
教
区
隊
は
能
登
に
出
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

被
災
地
と
人
々
の
心
の
復
興
を
願
い
、
報
恩
感
謝
の
心
で
救
援

ひ
の
き
し
ん
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
市
会
場
）
の
大
き
な
駐
車
場
の
清
掃
を
行
う

予
定
で
し
た
。
ひ
の
き
し
ん
会
場
も
強
い
放
射

能
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
怖
い
、ど

う
し
よ
う
。
長
男
出
産
の
直
前
で
も
あ
り
、
被

曝
の
危
険
を
冒
し
て
ひ
の
き
し
ん
を
決
行
す
る

か
ど
う
か
家
内
と
談
じ
、
決
死
の
思
い
で
清
掃

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
福
島
に

原
子
力
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。
今
年
は
東
日

本
大
震
災
か
ら
13
年
。
今
も
放
射
線
に
苦
し
む

福
島
の
皆
様
と
除
染
に
携
わ
る
皆
様
の
ご
苦
労

に
思
い
が
重
な
り
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
か
つ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
た
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
住
み
、
グ
ル

ノ
ー
ブ
ル
布
教
所
を
開
設
。
か
の
地
で
は
勝
手

に
は
清
掃
が
で
き
な
い
の
で
、
「
ひ
の
き
し
ん

デ
ー
」
に
は
、
郊
外
の
空
き
地
を
見
つ
け
、
友

人
を
誘
い
、
家
内
と
共
に
除
草
に
出
か
け
ま
し

た
。
こ
の
時
、
私
は
ガ
ラ
ス
の
破
片
で
手
に
ひ

ど
い
怪
我
を
負
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

翌
年
の
「
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」
。
昨
年
の
怪
我

の
記
憶
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
同
じ
場
所
に
出

か
け
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
は
何
と
、
き

れ
い
な
公
園
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。

偶
然
の
出
来
事
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
私
た

ち
に
は
、
神
様
か
ら
の
ご
褒
美
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
た
の
で
し
た
。
こ
の
世
に
起
こ
る
全
て
は

神
様
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
嬉
し
い
お
た
よ
り

に
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
出
た
り
し
ま
す
。

　

人
工
知
能
AI
や
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
新

し
い
科
学
技
術
が
、
今
、
世
界
の
大
き
な
話
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。C

h
a
t
G
P
T

な
ど
の
生
成
AI

は
私
た
ち
の
未
来
を
変
え
て
し
ま
う
の
で
し
ょ

う
か
？　

時
代
の
急
速
な
流
れ
も
心
配
で
す
ね
。

こ
れ
ら
は
み
な
神
様
か
ら
私
た
ち
へ
の
お
た
よ

り
で
あ
り
「
た
め
し
」
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

神
様
と
の
新
し
い
会
話
の
始
ま
り
に
ワ
ク
ワ

ク
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

教
区
役
職
変
更

　
　

道
友
社
代
表
社
友

　
　
　

高

橋

邦

之

（
４
月
2 5
日
付
）

　
　

少
年
会
団
長

　
　
　

高

橋

邦

和

（
４
月
2 6
日
付
）

「

ひ

の

き

し

ん

」

ノ
イ
エ
ヴ
ェ
ル
ト
布
教
所
長
・
物
理
学
者

　
　
吉 

澤 

正 

人

信
仰
随
想

遊
山

ゆ
　　　   

さ
　ん
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て
、
基
本
作
法
の

説
明
と
実
技
、「
告

別
式
」
の
作
法
と

実
技
を
参
加
者
全

員
が
交
代
で
つ
と

め
、
祭
儀
式
の
習

得
に
励
ん
だ
。

　

最
後
に
、
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
解

散
と
な
っ
た
。

開
催
日　

立
教
187
年
６
月
１
日
（
土
）

会　

場　

三
陸
支
部　

釜
石
港
分
教
会　

10
時

　
　
　
　

奥
州
支
部　

岩
栄
原
分
教
会
９
時
半

開
催
日　

立
教
187
年
６
月
２
日
（
日
）

会　

場　

九
戸
支
部　

南
陸
中
分
教
会　

13
時

　
　
　
　

二
戸
支
部　

北
福
岡
分
教
会　

10
時

　
　
　
　

盛
岡
支
部　

教
務
支
庁　

９
時
45
分

　
　
　
　

花
巻
支
部　

花
巻
分
教
会　
　

13
時

　
　
　
　

県
南
支
部　

磐
井
分
教
会　
　

13
時

参
加
御
供　

３
０
０
円
（
中
学
生
以
下
不
要
）

と
き
を
過
ご
し
た
。

　

28
日
の
式
典
当
日
は
、
快
晴
の
ご
守
護
の
も

と
、
真
柱
様
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
戴
き
、
実
行

委
員
長
挨
拶
、
決
意
表
明
、
「
道
の
学
生
成
人

目
標
」
を
唱
和
し
て
、
教
祖
百
四
十
年
祭
に
向

け
た
歩
み
を
進
め
る
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。
式

典
後
、
各
直
属
に
わ
か
れ
て
、
「
直
属
ア
ワ
ー
」

が
行
わ
れ
、
他
教
区
の
学
生
に
見
送
ら
れ
る
中
、

夕
刻
岩
手
へ
の
帰
路
に
つ
い
た
。

 
教
区
祭
事
部
は
、
去
る
３
月
31
日
（
日
） 

、

教
務
支
庁
を
会
場
に
「
祭
儀
式
勉
強
会
」
を
開

催
し
、
17
人
が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
、
基
本
作
法
と
「
告
別
式
」
の
祭
儀
式
、

そ
し
て
、
教
会
本
部
祭
儀
委
員
会
よ
り
改
訂
さ

れ
た
内
容
を
反
映
し
た
勉
強
会
と
な
っ
た
。
近

年
、
葬
祭
場
を
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
お

り
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
家
族
葬
や
斎
員
を
少

人
数
に
し
て
執
行
さ
れ
る
現
状
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
、
５
人
制
、
２
人
制
の
立
式
の
祭
儀
式

を
学
ば
せ
て
頂
い
た
。

　

初
め
に
、
講
師
の
鈴
木
眞
理
祭
事
部
長
が
、

今
回
の
改
訂
点
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
続
い

　
　
　
　
　

お
楽
し
み
行
事
、
昼
食

　

日　

時　

５
月
19
日
（
日
）
10
時
～

　

集　

合　

南
礼
拝
場
前

　

対　

象　

高
校
生
以
上

　

参
加
費　

５
０
０
円
（
学
生
無
料
）

　

※
問
合
せ
・
申
込
は
村
松
委
員
長
迄
。
５
月

　
　

11
日
〆
切
。

　

去
る
３
月
16
日
、
17
日
の
両
日
、
石
川
県
珠
洲

市
に
お
い
て
、
救
援
ひ
の
き
し
ん
を
実
施
。
災

救
隊
員
な
ど
有
志
５
人
が
参
加
し
、
瓦
礫
の
撤

去
や
土
砂
の
搬
出
に
汗
を
流
し
た
。

　

今
回
は
、

来
た
る
べ

き
本
部
隊

出
動
に
備

え
、
視
察

を
兼
ね
て

の
実
動
と

な
っ
た
。

　

教
区
青
年
会
は
、
去
る
４
月
13
日
（
土
）
14

時
よ
り
、
教
務
支
庁
を
会
場
に
、「
三
年
千
日
勉

強
会
」
を
実
施
し
、
６
人
が
参
加
し
た
。

　

今
回
、
青
森
教
区
青
年
会
か
ら
の
参
加
も
得

て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
前
に
自
己
紹
介
と
両
青
年
会

の
活
動
紹
介
を
行
な
っ
た
。　

　

は
じ
め
に
、
青
年
会
の
基
本
方
針
を
全
員
で

確
認
し
、
昨
年
の
青
年
会
総
会
に
お
け
る
青
年

会
長
様
の
御
告
示
を
拝
聴
。
そ
の
後
、
本
会
が

推
し
進
め
て
い
る
活
動
と
し
て
２
人
１
組
の
対

話
を
行
い
、
御
告
示
の
感
想
と
、「
ほ
こ
り
を
減

ら
し
、
誠
を
増
や
す
た
め
に
、
明
日
か
ら
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
述
べ
合
っ
た
。

・
最
後
に
、
教
務
支

庁
周
辺
の
神
名
流

し
を
行
い
勉
強
会

を
終
了
し
た
。

・
今
回
の
勉
強
会
に

お
い
て
、
青
森
教
区

青
年
会
は
年
祭
活

動
に
当
た
り
「w

i
t
h

お
や
さ
ま
」
と
い
う

言
葉
を
打
ち
出
し
、

「
困
っ
た
時
だ
け
の
教
祖
」
「
あ
り
が
た
い
時
だ

け
の
教
祖
」
で
は
な
く
、
常
に
教
祖
を
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
い
う
趣
旨
の

話
を
さ
れ
、
そ
の
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ

た
。
両
青
年
会
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
た
、
有
意

義
な
勉
強
会
と
な
っ
た
。

　

教
区
青
年
会
で
は
、
５
月
18
日
（
土
）
、
19
日

（
日
）
の
両
日
、
お
ぢ
ば
に
於
い
て
、
「
岩
手
っ

子
だ
ヨ
！
全
員
集
合
in
天
理
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
天
理
及
び
近
郊
に
住
ま
う
岩
手
出

身
の
若
者
を
対
象
に
、
横
の
繋
が
り
を
深
め
る

一
助
と
し
て
、
共
に
道
を
歩
む
仲
間
作
り
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
夜
の
部
と
昼
の

部
の
２
部
構
成
で
の
開
催
で
す
。
一
人
で
も
多

く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

夜
の
部

　

内　

容　

懇
親
会
（
天
理
市
内
の
飲
食
店
）

　

日　

時　

５
月
18
日
（
土
）
19
時
～
21
時

　

対　

象　

20
歳
以
上

　

参
加
費　

２
０
０
０
円
（
学
生
１
０
０
０
円
）

昼
の
部

　

内　

容　

境
内
地
ひ
の
き
し
ん
、

　

第
２
回
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」　

　

岩
手
教
区
会
場
一
覧　
　

　

「
三
年
千
日
勉
強
会
」
報
告

「
祭
儀
式
勉
強
会
」
報
告　
　
　
　

　

教
区
学
生
会
は
、

去
る
３
月
28
日
、

本
部
中
庭
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
、

「
春
の
学
生
お
ぢ
ば

が
え
り
」
に
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
帰
参

し
、
学
生
15
人
（
現

地
参
加
含
む
）
、
担

当
者
５
人
、
計
20

人
が
参
加
し
た
。

　

26
日
夕
方
、
岩

手
を
出
発
し
、
27
日
朝
お
ぢ
ば
到
着
。
今
回
は
、

青
森
、
宮
城
、
山
形
、
北
海
道
の
各
教
区
と
合

同
で
津
軽
詰
所
に
宿
泊
と
な
っ
た
。
午
後
か
ら

の
「
ホ
ク
ホ
ク
東
北
・
北
海
道
交
流
会
」
で
は
、

総
勢
80
人
余
の
交
流
会
と
な
り
、
他
教
区
と
の

親
睦
を
深
め
た
。
夕
食
後
は
、
東
西
泉
水
プ
ー

ル
前
広
場
で
行
わ
れ
た
「
春
F
ｅ
s
」
に
参
加
。

各
テ
ン
ト
ブ
ー
ス
で
は
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し

た
ゲ
ー
ム
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド

演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
学
生
達
は
楽
し
い
ひ
と

青

年

会

祭

事

部

　

「
岩
手
っ
子
だ
ヨ
！
全
員
集
合
in
天
理
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
5
月
18
・
19
日
】

学
生
担
当
委
員
会

　

「
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

団
参
報
告

　

「
能
登
半
島
救
援
ひ
の
き
し
ん
」
報
告

災　

救　

隊


